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午後２時５８分　開会
議長　　皆さん、改めましてこんにちは。
　まだ１月で、今日は皆さんと初めてお会いしたので、また本年もよろしくお願いしたいと思います。
　何といっても、新型コロナウイルスのオミクロン株が大変感染者数が多いということで、後ほど報告などもしますが、北多摩の表彰式、また、農業者大会も中止という形になりましたので、今後、表彰状の件とか、祝賀会も当然できないので、これも中止ということでございます。そういったことを協議会でまた皆さんにお諮りして、協議してまいりたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。
　それでは、ただいまより令和４年第１回立川市農業委員会総会を開催いたします。
　立川市農業委員会会議規則第６条の規定を満たす数の委員に御出席いただいておりますので、本総会は成立しております。
　本日、総会に付議すべき項目は別紙のとおりでございます。御審議のほどよろしくお願いします。
　それでは、座らせていただきます。

議長　　初めに、議事録署名委員の指名でございます。今回は、１６番の島田加美委員、１７番の鈴木和昌委員にお願いをしたいと思います。
　それでは、報告事項（１）事務報告、（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出が３件、（３）農地法第５条第１項第７号の規定による届出が３件、一括して事務局より報告をお願いいたします。
局長　　それでは初めに、報告事項（１）事務報告を報告いたします。
　お手元の資料、事務報告、報告（１）の資料を御用意ください。
　１月６日（木）、北多摩地区農業委員会連合会理事会が清瀬市役所で開催をされまして、会長と事務局が出席をしております。その席上におきまして、当委員会より推薦いたしました土屋政司氏の優秀農業経営者表彰の受賞が正式に決定をされております。
　委員会といたしましては、１月１４日（金）、総会に向けました現地調査、本日、１月２５日（火）が農業委員会の総会、終了後に全員協議会を開催いたします。
　明日以降の予定でございます。
　委員会といたしましては、２月１５日（火）、総会に向けた現地調査、２５日午後３時より令和４年第２回の総会、終了後に全員協議会の開催を予定しております。
　委員の皆様にお送りをいたしました資料の中では、２月３日（木）の北多摩地区農業委員会連合会優秀農業経営者表彰式の予定を記載しておりましたが、先ほど会長からもお話がありましたけれども、新型コロナウイルスの感染拡大を受けまして、急遽中止と決定されております。
　また、２月１７日（木）に開催が予定されておりました第６３回東京都農業委員会・農業者大会につきましても中止となっております。大会後の祝賀会につきましても、大変残念ではありますけれども、会長、職務代理と御相談をさせていただきまして、中止と判断しております。このあたりにつきましては、また後ほど皆様と御相談させていただければと思っております。
　報告事項の（１）事務報告は以上でございます。
　続きまして、農地法に基づく届出に関する報告でございます。
　お手元の資料、第１回立川市農業委員会総会報告資料を御用意ください。
　報告事項（２）農地法第４条第１項第８号の規定による届出３件について御報告をいたします。
　申請人の氏名、住所、職業につきましては記載のとおりでございます。
　１件目。農地の所在は上砂町５丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は１，１０１㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　２件目。農地の所在は若葉町３丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は雑種地。面積は３１１㎡。転用目的は駐車場用地でございます。
　３件目。農地の所在は幸町３丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は宅地。面積は６８㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　おのおの周辺略図を併せて御参照ください。
　続きまして、報告事項（３）農地法第５条第１項第７号の規定による届出３件について御報告をいたします。
　申請人の氏名、住所、職業につきましては記載のとおりでございます。
　１件目。農地の所在は栄町３丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況は宅地。面積は１８１㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　２件目。農地の所在は上砂町２丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は４５１㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　３件目。農地の所在は上砂町２丁目の１筆。地目は、登記簿上が畑、現況も畑。面積は３５２㎡。転用目的は住宅用地でございます。
　おのおの周辺略図を御参照ください。
　報告は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　ただいま報告のありました件について、何か御質問等がありましたらお願いをいたします。ございませんか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質問等がないようでしたら、報告事項についてはこれで終了をいたします。
　次に、議案第１号、相続税納税猶予に関する適格者証明について、１件を議題に呈します。
　それでは、事務局より議案第１号の説明をお願いいたします。
次長　　それでは、議案第１号、農地相続人の住所、氏名につきましては記載のとおりでございます。
　現地調査を１月１４日、申請者立会いの下、会長、内野委員、鳴島委員、清水茂男委員、横幕委員、事務局で行いました。
　特例適用申請農地は砂川町２丁目の３筆、３丁目の５筆、７丁目の１筆、８丁目の４筆になります。
　略図１－１を御覧ください。略図１－１は、流泉寺南東に位置する農地で、桜やハナミズキなどが植え付けられておりました。
　略図１－２を御覧ください。略図１－２は、五日市街道の北、自宅に隣接する農地で、多種の植木が植え付けられておりました。
　なお、略図１－１及び１－２で筆の間が空いている箇所がございますが、こちらは水路跡でございます。
　略図１－３を御覧ください。略図１－３は、西武拝島線と玉川上水の間に位置する農地で、都の委託生産のツツジなどが植え付けられておりました。
　略図１－４を御覧ください。略図１－４は、西武拝島線の北、東航通りと奈良橋街道の間に位置する農地で、多種の植木が植え付けられておりました。
　略図１－５を御覧ください。略図１－５は、金比羅橋の北、西武拝島線を越えた先に位置する農地で、多種の植木が植え付けられておりました。
　どちらの農地も肥培管理は良好でした。
　議案第１号は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　議案第１号の１について、確認を担当された委員から補足説明をお願いしたいと思います。
　なお、地元の委員につきましては、本日欠席しておりますので、御承知いただきたいと思います。
　それでは、補足説明を鳴島委員、清水茂男委員、横幕委員、私の順に報告をお願いしたいと思います。
　では、初めに鳴島委員、お願いします。
７番　　この方の畑のほうはまず境界を確認したところ、たくさん畑があるんですが、しっかり確認できました。
　また、植木等が植えてあるんですけれども、肥培管理等はかなり良好であると思います。
　また、息子さんもよくお手伝いをしていまして、お手伝いというよりも、息子さんも主になって働いているんですが、庭先で花を売ったり、いろいろなことを手がけているということで、大変良好だと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　引き続きまして、清水茂男委員、お願いします。
１４番　こちらの方ですが、植木を生産されているということで、先ほども事務局から説明があったように、略図１－１ではハナミズキや桜、略図１－２では、こちらは一部野菜が植えてありましたが、ドウダンツツジ等の植木が植えられていました。続きまして、略図１－３はカシノキ等の植木、略図１－４は桜、略図１－５は、ドウダンツツジや桜、モミジやケヤキ等が植えられていたんですが、いずれの畑も境界石がはっきりしていますし、草等もほとんどなく、肥培管理も良好で、特段問題ないと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　今お二人の委員がおっしゃったとおりです。境界石を確認しまして、大変きれいに管理されていました。
　１－３については、ちょうどここが立川断層だったところだということを教えてもらって、市民としてはちょっと勉強になりました。
　それから１－５ですけれども、図面の隣地に当たるところにちょっとごみの山がありまして、ここは該当する地域ではないので言えないところですけれども、買取請求をしているとおっしゃっていましたが、捨てられるごみについては非常に苦労しておられる話を伺いまして、捨てられたごみを撤去するのに車１台頼むと６万円かかるということで、大変だなと思いました。
　管理は適切にされておりまして、問題はないと思います。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、私から報告させていただきます。
　この方は、全体的に非常にいろいろな品種の植木を生産しておりまして、先ほど事務局からも言われましたように、東京都の委託の苗も作ったりしております。一部自宅の裏が少し木が生い茂っているのがあるなと思ったら、隣の木がかなり生い茂っていたということで、これだと、植木はどうなのとちょっと聞いたら、ちょうどそこは日影が必要なものだから、ちょうどいいんだよということで、確かにアオキとかそういった植木は日影のほうが好むんです。なので、ちょうど日影にいいんだということで、そういった話がありました。
　全体的に非常にきれいに、あと境界石も確認させていただきましたので、問題はないかと思います。
　以上でございます。
　それでは、ただいま説明がありました件について、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。ありませんか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質問がないと認め、証明書の発行を前提として、申請者に意思確認等を行いたいと思います。申請人を呼んできてください。
　　　〔申請人　着席〕
議長　　本日はありがとうございます。申請人は、相続税納税猶予制度については十分御理解していただいていると思いますが、農業委員会総会において、その意思を改めて確認させていただきますので、御協力をお願いいたします。
　農業委員会としては、相続税の納税猶予制度が正しく運用されなければ、制度そのものが維持できなくなり、立川農業の発展はおろか、農地の存続すらできなくなってしまうと考えています。そこで、農業経営に対する申請人のお考えをお尋ねいたしますので、お願いしたいと思います。
　それでは、初めに農業経営部会長、次に土地利用部会長の順に質問をいたします。
　それでは、鈴木農業経営部会長、お願いいたします。
１７番　こんにちは。大変お忙しいときにお越しいただきまして、ありがとうございます。
　会長が今おっしゃられましたように、申請者は納税猶予制度を十分御理解されているところで、私のような者から制度のあらまし等々をお話しするのもはばかられるところではありますが、一応お聞きください。
　相続税の納税猶予制度は、東京など首都圏で農業経営を継続していく上でなくてはならない制度であると同時に、ほかの業種にはない特別な制度であります。この制度を申請された農地は、生涯にわたり農業経営を行う義務があります。この長い期間、様々な理由により申請者自身で耕作することが困難になることも考えられますが、そのような場合でも農業経営は継続していかなければなりません。仮に申請者自身の健康状態が悪くなったときには、御家族の協力がなければ、農業経営の継続が難しくなることが予想されます。
　そこで、２点確認させていただきます。
　１点目、申請者自ら生涯にわたって農業経営を継続していく意思をお持ちでしょうか。
　２点目、後継者の育成や申請者以外の農業補助者、御家族の方の協力、支援等を受けられるのでしょうか。
　以上２点についてお答えをお願いいたします。
申請人　まず、１点目の私自ら耕作すること、今までどおり、これから生涯にわたり耕作、肥培管理をして農業経営に携わっていきたいと思っております。
　また、２番目の質問に対しましては、私の長男が今一緒にやっておりますので、出荷作業だとかいろいろなところは、実質、もう今長男のほうが主力でやっておりますので、だから、そういったところは安心できるのかなと思っております。また、私の妻や長男の嫁さんも、忙しいときは一緒になって手伝ってもらったりしておりますので、そういった点は多分御迷惑をかけるようなことはないと思いますので、よろしくお願いいたします。
１７番　ありがとうございました。申請農地もかなり多くの農地がありますので、お体には十分注意されて、これからも農業経営を行っていただきたいと思います。ありがとうございました。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、粕谷土地利用部会長、お願いいたします。
３番　　本日は、お忙しい中、御苦労さまです。
　今、お二方が言われたとおり、十分御理解していると思いますが、しばしお付き合い願います。
　相続税の納税猶予制度は農業だけに適用される特例措置です。各市町村の農業委員会は、この制度が存続されるよう様々な努力をしていますが、申請者や家族の方が農地の肥培管理を適切に行わなければ、この制度を維持することはできなくなります。
　適用申請農地は、原則として申請者自身で耕作を行う必要がありますが、都市農地貸借円滑化法の施行により貸すことができるようになりました。ただし、貸している間に相続が発生し、買取申出を行う場合には、貸している方の農業経営の一定の関与が必要で、貸借の事業計画に関与する内容を具体的に記載する必要があります。万一、許可なく相対での貸し借りを行うと猶予が取り消され、猶予されていた税額に利子税を加えて納付することになりますので、御注意ください。
　そこでお尋ねします。特例適用申請農地について、申請者御自身がどのように関わっていくかをお聞かせください。
申請人　まず、相続税の猶予制度については理解しているつもりなんですけれども、先ほどもちょっとお答えしましたとおり、私自身が一生涯経営に携わっていくということと、後継者、また、家族の協力も得て、引き続き農業経営を行っていきたいと思っております。
　また、貸借に関しましては、うちは全然貸すつもりはございません。多分私の後継者もそう思っておると思いますので、引き続き今の現況で農業経営を行っていくというつもりでおります。それは家族の中で合意ができておりますので、農業委員会の皆さんに御迷惑をかけることは多分ないと思いますので、引き続きそういったことで、また、近隣の住民にも迷惑をかけないように肥培管理に努めて、農業経営をしていきたいと思っております。よろしくお願いいたします。
３番　　ありがとうございました。納税猶予制度は、単に相続税の軽減を目的とするものではなく、農業経営の安定、農業の継続を図ることを目的として猶予されるものです。ただいま申請農地の肥培管理や耕作を適切に行い、農業経営を生涯行うことを約束していただきました。ぜひよろしくお願いします。申請者は、後継者も立派に育てられておりますし、広大な農地もあります。健康には本当に十分注意されて、これからもよい営農をよろしくお願いいたします。御苦労さまでした。
議長　　ありがとうございました。
　ほかの委員で御質問などありましたらお願いしたいと思います。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質疑がないと認め、私から申請人の方にお願いをしたいと思います。
　ただいま両部会長からの質問にお答えいただきましたけれども、相続税猶予制度は国の制度のものでございます。３年に１回、税務署から報告する用紙が送られてきます。また、その前に農業委員会で現地調査に伺いますので、そのときはまた立会いをお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。
　ただいま両部会長から質問がありました内容がこの封筒に入っておりますので、お帰りになりましたら、御家族でこちらを見ていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。
　本日は、お忙しい中、お越しいただきましてありがとうございます。また、体には気をつけて営農を続けてください。
申請人　ありがとうございます。よろしくお願いいたします。
　　　〔申請人　退席〕
議長　　それでは、議案第１号、相続税納税猶予に関する適格者証明書について、証明することに賛成の委員は挙手をお願いいたします。
　　　　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、証明することに決します。
　次に、議案第２号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、７件を議題に呈します。
　それでは、事務局より説明をお願いいたします。
次長　　現地調査を１月１４日、申請者、申請者代理人、会長、小峰委員、清水茂男委員、鳴島委員、嶋田貞芳委員、鈴木和昌委員、岡部委員、横幕委員、事務局で行いましたので、調査結果を御報告いたします。
　議案第２号の１、特例農地は幸町４丁目の１筆となります。
　略図１を御覧ください。略図１は、五日市街道と小川道の中間に位置する農地で、大根やカブ、ホウレンソウなどを作付していたとのことです。現在はきれいに耕うんされておりました。生産物は庭先販売されているとのことです。
　続いて、議案第２号の２、特例農地は砂川町４丁目の４筆となります。
　略図２－１を御覧ください。略図２－１は、平成新道の北に位置する農地で、サルスベリ、ハナミズキなどが植え付けられておりました。略図２－２を御覧ください。略図２－２は、玉川上水にかかる宮の橋の北に位置する農地で、モミジやコニファーなどが植え付けられておりました。略図上、黒い点を示しておりますが、そちらは特例適用農地から除外されている井戸小屋になります。１か所境界が不明瞭となっておりましたので、確認いただくよう依頼いたしました。どちらの農地も大変きれいに管理されており、肥培管理は良好でした。
　続いて、議案第２号の３、特例農地は上砂町２丁目の６筆となります。
　略図３を御覧ください。略図３は、第九小学校の西側、自宅の南に接する農地で、ツバキ、松などの植木やブルーベリーが植え付けられておりました。生産物はみのーれ立川などに出荷されているとのことでございます。
　続いて、議案第２号の４、特例農地は一番町２丁目の１筆、３丁目の１筆となります。
　略図４を御覧ください。略図４は、五日市街道を挟んで南北に位置する農地で、北側の農地は夏野菜を栽培していたとのことで、現在は耕うん整地されておりました。南側の農地は、西武拝島線の線路側が特例適用農地となります。以前はブルーベリーを植えていたとのことですが、現在はきれいに耕うん整地され、更地となっておりました。別の果樹の植え付けを検討されているとのことでございます。
　続いて、議案第２号の５、特例農地は西砂町１丁目の２筆となります。
　略図５を御覧ください。略図５は、五日市街道と宮沢中央通りの交差点近くに位置する農地になります。農地上に鶏舎と大きな庭木があり、その底地は特例適用農地から除外されております。一部、剪定枝を片づけていただくこと、農地内に電柱が立てられておりましたので、移設等をお願いいたしました。
　続いて、議案第２号の６、特例農地は西砂町４丁目の１筆となります。
　略図６を御覧ください。略図６は、西砂会館の西側に位置する農地で、野菜の露地栽培と植木栽培が行われておりました。敷地から東側の道路にはみ出していた植木を剪定いただくよう依頼いたしました。生産物は自家消費とのことでございます。
　最後に、議案第２号の７、特例農地は西砂町３丁目の１筆となります。
　略図７を御覧ください。略図７は、立川市の西の端、昭島市と市境に位置する農地で、自家消費用の栗が植え付けられておりました。南側の一部で植えられている樹木などにあまり手が入っていない状況が見受けられましたので、農地全体を管理されるよう依頼いたしました。
　議案第２号についての説明は以上でございます。
議長　　ありがとうございました。
　議案第２号について確認を担当された委員から補足説明をお願いします。
　補足説明は、１番を小峰委員、横幕委員、２番、清水茂男委員、横幕委員、３番、鳴島委員、横幕委員、４番を嶋田貞芳委員、横幕委員、５番を鈴木和昌委員、横幕委員、６、７番を岡部委員と横幕委員にお願いしたいと思います。
　それでは初めに、１番を小峰委員、お願いいたします。
４番　　最初に、境界のほうの確認をしました。また、この方は庭先で野菜の直売をしている方で、日頃から大変よく畑のほうは管理されておりましたので、特に問題はありませんでした。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　私も特に問題はないと思います。
議長　　ありがとうございます。
　２番を清水茂男委員、お願いします。
１４番　この方は、息子さんと従業員２人、４人で植木を作られている方なんですが、略図２－１の畑には、ヤマボウシやサルスベリ、ハナミズキが植えられていました。境界石もきちんと確認できて、こちらは問題ないと思います。
　略図２－２のほうですが、こちらの畑には、コニファーやハナミズキ、モミジ等が植えられており、境界石もほとんど確認できたのですが、宮の橋の近くの角のところの境界石がはっきりしていませんでしたので、当日、後日確認するようにお願いしたんですが、御本人から後日連絡があり、測量屋さんのほうで確認をしてもらったところ、現在の位置で問題ないということで、その境については今、市のほうと協議していることを連絡を受けました。
　両方の畑ともに肥培管理が良好で、特に問題ないと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、３番を鳴島委員、お願いします。
７番　　この方は、実は境界を確認したところ、自宅と畑との境がちょっと分からないという話をしたところ、目印を入れてくれという話をしていたんですが、ちゃんと測量をして、プレートをはめ込んだということで、今日見に行ってきました。なかなかまじめな方で、難しいかなという部分はあるんですけれども、そういった意味では、しっかりした境界を確認できました。
　また、植木等を中心に今までやっていたんですが、最近、息子さん、その方から言うと、お孫さんになるんですか、野菜を始めまして、かなりきれいな形で肥培管理を行って、みのーれとかそのほかのところにも出荷しているということで、大変良好な状態だと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、４番を嶋田貞芳委員、お願いします。
６番　　この方の畑ですけれども、境界は全て確認することができました。
　自宅北側の農地なんですけれども、今は耕うんされているんですが、その前に若干草のほうが目立って、周りの方から少しクレームというか、注意してくれということだったんですけれども、自分で全て耕うんして、今はきれいな状態になっています。作っているものは夏野菜とかを中心に作っているということで、それは自家消費と庭先販売でやっているということでした。
　それと、西武線の近くのところなんですけれども、こちらのほうは以前ブルーベリーが植わっていたということですが、現在、木が古くなってしまったんで、全部伐採というか、今きれいな状態ですけれども、今後新しく果樹を植え付けていきたいということで、息子さんも一緒になってやっているので、その方がかなり意欲的に果樹のほうに興味があるような感じでしたので、問題ないかと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、５番を横幕委員、お願いします。
１１番　嶋田委員が今おっしゃったように、ブルーベリーを切った後、何を植えるか、今いろいろ考えているというところで、ミカンかレモンか、そういった柑橘類をやりたいという大変意欲的な話を伺いました。
議長　　ありがとうございました。
　それでは、鈴木和昌委員、お願いします。
１７番　先ほどお話がありました除外になっている大きな木と烏骨鶏の鶏舎に関しての境界と全ての端の境界は確認できました。
　それと、剪定枝が積み上がっていた件なんですが、前日に切ったそうで、当日片づけられると思っていたら、配達が間に合わずにそのままになっていたということで、現在はきれいになっております。
　最後に、電柱なんですが、東電に電話したところ、不要不急のケースなので、半年ぐらい撤去移設にかかってしまうと言われたそうなので、もう少し交渉してみると言っていました。あまりにも長くかかるようであれば、電柱の部分を除外して、その部分だけ相続税だけ支払うことも頭にはあるよとおっしゃっていました。
　肥培管理はできておりますので、問題はないかと思います。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
　続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　この図面の中から鶏舎の部分とコブシですか、大木になっている木の部分は除外してあるということで、畑のところは特に問題はありませんでした。
　剪定枝については、ほとんど見落とすところだったんですけれども、さすが鈴木委員で、きちっと指導されていて、撤去されたようで、よかったと思います。
議長　　ありがとうございます。
　続きまして、６番、７番を岡部委員、お願いします。
９番　　６番の方ですけれども、２割ぐらいのところにいろいろな植木が植えてありました。それを卸業者に販売しているそうです。残された部分は年間を通していろいろな野菜を自家消費しているそうです。兄弟が近くに多くいて、また、以前勤めていた会社も近くにあるから、そちらにも提供しているそうです。
　境界石はちゃんと確認できました。肥培管理もきれいなので、問題はないと思います。
　７番の方の畑ですけれども、境界石は確認できました。一部に手入れができていない樹木が見えましたので、伐採等を検討してくれということを申し上げました。
　あと、全部が栗なんですけれども、少し年齢も来ているようで、大分高くなって、枝も込み上げているようなので、少し剪定を考えてみたらどうかとい提案をしてきました。
　あと、かなりの量が取れるんじゃないかということで、自家消費のみならず、少し販売も検討したらどうだろうということで、一応調査をしてまいりました。
　以上です。
議長　　ありがとうございました。
 続きまして、横幕委員、お願いします。
１１番　７番の方ですが、面積的にもかなり広いですので、自家消費だけではもったいないから、販売したらどうかという指導がありました。
議長　　ありがとうございました。
　ただいま説明がありました件について、何か質問がありましたらお願いしたいと思います。ありませんか。
　　　……質疑なしの声
議長　　それでは、質疑がないと認め、採決に移ります。議案第２号、引き続き農業経営を行っている旨の証明について、証明することに賛成の方は挙手をお願いいたします。
　　　……全員挙手
議長　　ありがとうございました。全員挙手と認め、証明することに決します。
　続きまして、その他で何かございますか。ありませんか。
　ないようであれば、本日の審議予定はこれで終了でございます。
　次回、農業委員会総会は２月２５日金曜日、午後３時から３０２会議室でございます。よろしくお願いしたいと思います。３０２も部屋が広いですから、感染対策をして総会をしていきたいと思っておりますので、お願いしたいと思います。
　本日も慎重審議をしていただきましてありがとうございました。
午後３時３８分　閉会
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